
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 依然として自家用車の利用は増加

し、公共交通利用者は減少傾向です。 

今後の人口減少等を踏まえると、公

共交通の維持には様々な困難も考え

られます。 

 鉄軌道・バス等全般にわたり、速

達性・定時性・輸送力向上等の機能

強化を図っていくことが重要です。 

 

 

① 通勤・通学・通院・買い物・行政サー

ビスの利用など、日常生活に必要な移

動を支えること 

② コンパクトシティとそのネットワーク

を担う重要な移動手段 

③ まちの賑わい創出や、環境改善への貢

献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、鉄道事業では、市電・路線バ

ス・自家用車・自転車等の二次交通

との駅における結節強化が必要です。 

市電の通勤時間帯の乗車できない状

況改善のための輸送力向上と合わせ、

市電・バスともに高齢化を見据えた

バリアフリー促進等の利用環境改善

なども必要です。 

 

 

 左記のような役割を果たしていく

ための具体的な施策や事業も定め、

目標値に沿った達成状況についての

評価も行っていきます。 

 1 月には、計画の素案についての

パブリックコメントも行われますの

で、多数の意見をお寄せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の現状・・・「自家用車」の利用増、「公共交通」の利用減 

 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、将来にわたり持続可

能で利便性の高い公共交通網を形成するために必要な取り組みを具体的にすすめ

るための計画づくりです。今年度末までに策定予定です。計画の期間は、「2016

年4月から2026年3月まで」の10年間です。 

今後、「公共交通」が果たすべき役割 
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１年に１回しかできない一般

質問。１２０分間の時間のなか

で、現場の声や実態を示しなが

ら、「暮らしや福祉を守ってほし

い」との市民の方々から寄せられ

た思いを、大西市長をはじめ市に

届けてまいります。 

 ぜひ、傍聴にお越

しいただきますよう

お願い致します。 

 

● ＭＩＣＥ施設整備、桜町再開発に

ついて 

● 立野ダム建設について 

● 国民健康保険や介護保険について 

● 子育て支援について 

● おでかけパス券廃止について 

● 出張等の再編方針について 

● 地域経済の活性化について 

● その他 
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わ
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当
日
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あ
い
に
く
の
雨
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
た
様
で
す
。
今
後
、
地
域
の
行
事
と
し
て
根
付
い
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

１年に１回しかできない一般質

問。１２０分間の時間のなかで、現

場の声や実態を示しながら、「暮らし

や福祉を守ってほしい」との市民の

方々から寄せられた思いを、大西市

長をはじめ市に届けてまいります。 

 ぜひ、傍聴にお越

しいただきますよう

お願い致します。 

 

利便性の高い「地域公共交通網」形成を！ 

質問項目 

「熊本市地域公共交通網形成計画」が策定中です 

一般質問の傍聴にお越しください 

● ＭＩＣＥ施設整備、桜町再開発について 

● 立野ダム建設について 

● 国民健康保険や介護保険について 

● 子育て支援について 

● おでかけパス券廃止について 

● 出張所等の再編方針について 

● 地域経済の活性化について 

● その他 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 市議会だより 2015年 11月 22日号 

9月 26日からスタートした、政

治倫理調査要求署名。署名締め切

りを 10 日後にひかえた 11 月 11

日、署名数 5000筆突破をめざして

ラストスパート集会がおこなわれ

ました。 

参加者からは、各団体や地域、

また議会での署名の取組みが報告

され、この署名の意義があらため

て示されました。 

応援メッセージとして、25 年

前、政治倫理条例制定に尽力され

た竹内重年弁護士が登壇し、「皆さ 

んの取組みに敬意を表する。まさに闘

う民主主義だ」と激励されました。 

 集会の熱気を受け、署名はその後 11

月 17日現在で 5000筆を超えました。 

 11 月 24 日、いよいよ市議会議長へ

署名の提出です。5000人を超える多く

の皆さんの思いが結実するときが近

づいています。 

 

視察報告～なすまどか 

１１月１１～１３日に公共

施設マネジメント調査特別委

員会の視察が行われました。 

 今、多くの自治体では、高度

経済成長期に建設した公共施

設（学校や公民館や福祉施設や

庁舎など）や道路などのインフ

ラの建て替え・更新を迎える時期

に来ており、莫大な更新経費にど

のように対応するのかが迫られて

います。千葉市では、今後３０年

間で約１兆５７１０億円の更新経

費が見込まれており、その対応方

針について調査を行いました。 

 千葉市では、莫大な更新経費

に対応するために、施設の統廃

合、民間への売却や委託など、

更新経費の支出を抑えるため

に現在ある公共施設の面積を

１５％削減するとの方針です。 

 学校の統廃合や歩道橋の撤

去など進められているほか、現在

は施設ごとに残すか残さないか等

の審査が行われています。 

 住民にとって必要な施設も、利

用者が少ないなどの理由で、廃止

または統合などが迫られるケース

が想定されます。 

 施設の統廃合については、

住民に対して十分な情報提供

が行われ、合意形成が不可欠

になります。住民に公共施設

の統廃合をせまるわけですか

ら、行政としても「施設の新

規整備は行わない」ことを計画

の大前提にすることは当然で

す。千葉市においても、「施設の

新規整備（新設などの量的拡大

を伴うもの）については原則行

わない」と定められています。 

 熊本市においても、寿命を迎

える公共施設や道路などの維

持更新をどう行っていくのか

との課題に直面しています。同

規模の政令市においても１兆

円ほどの更新経費が見込まれ

るなかで、いずれも千葉市のよ

うに公共施設面積の削減など

厳しい決断が方針に盛り込ま

れています。熊本市は、来年度

に計画を策定する予定です。い

かに公共施設を減らしていくの

かとの方針が議論されている一

方で、ＭＩＣＥ施設の整備や桜

町再開発へ補助金に４５０億円

の税金が使われる。住民には施

設の統廃合を迫り、市は莫大な

ハコモノ整備を進めるなど、市

民の納得を得られるものではあ

りません。 


